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和文抄録：本稿は、近年、情報通信分野において話題となり注目されているトレンドの１つ、即ち、
膨大かつ多様で日々やり取りされる不確実なデータの集合体としてある「ビッグデータ」について、
その特‘性及び利活用の概要を記した。近時、企業現場において急速に浸透し、一気に本格的な実用化
の動きが広がりを見せているビッグデータの動静、その適用先行事例を示して、その利活用における
功罪、課題を検討、指摘し、将来展望を図った。
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はじめに
数年来、クラウド、セキュリティ、モバイル、ソーシャル･ネットワーキング・サービス（以下SNSと記す)、
ビッグデータは、情報通信分野においてよく話題となり、展示等イベントでは、必ず注目を集めてきた。近ｌ
～２年の当該分野業界トレンドに関する各種調査結果によると、スマートフォン（以下スマホと記す）の急速
な浸透やタブレット端末の多様化と競争激化、「LINE」に代表される通話・メッセー ジ系アプリの台頭、Bring
YOurOwnDevice（以下BYODと記す）等が上位を占めているが、これらは何れもビッグデータにつながるもの
である。膨大かつ多様で、日々やり取りされる不確実なデータの集合体、それを活用していくのは容易ではな
い。だが、そこには新たな価値を見出すヒントが埋もれているとして、戦略的な活用を図り、企業にとっての
競争力強化の大きな武器にしていこうという動きが急速に広まりつつある｡｢実用期に入ったビッグデータ｣は、
明らかに2013年業界注目トレンドの１つとなり、我が国では2014年に入って来、更にその勢いが増し、一気に
進化、浸透しつつあることが特記される。だが、米国におけるビッグデータ最前線は、我が国を初め他国の動
静を尻目に、その全盛時代到来が近いことを予期させる次の動きが多方面で先行し始めている。ＩＴ業界のフ
ロンティアは、バズワードから新製品・サービスに至るまで、当初来概ねアメリカがイニシアチブを取り続け
ているが、ビッグデータに関しても層が厚くその例外ではない展創状況が見取れる。
ところで、日本においてビッグデータが広く一般社会に知られるようになった契機の１つに、2013年６月時
のＪＲ東日本IC乗車券Suica（以下「スイカ」と記す）データの外部への販売ニュースが指摘される。ＪＲ東日本
は、利用者に事前に周知することなく、「スイカ」の乗降駅履歴や生年月、性別等のデータを日立製作所に販売
していた。この件について､関係者から苦情や批判が寄せられたため､ＪＲ東日本は継続的なデータの提供を2013
年７月末には中止し、「スイカ」利用者で、データ提供の除外を希望する者に対しては、その受付を電話、メー
ｾ霞
ルで７月25日に開始している。その後９月25日までとしていた手続き期限を延長した上、１０月からはＪＲ東日本
のホームページ専用フォームでもデータ提供除外申請を受け付ける等、更なる対処サービスを施している。同
社の2013年７月現在「スイカ」発行総数は約4,300万枚､その内デー タ提供除外希望者は2013年９月19日時点で
約５万人（0.116％）であった。その後の状況はともかく、ＪＲ東日本は「スイカ」情報の外部販売再開を当面見
送る中、データ活用の是非を検討する有識者会議を設世し、個人情報の保護に詳しい学識経験者４人からなる
会合を2013年９月６日に非公開で初開催している。因みに、このようなデータサービスは、ＮＴＴドコモも携帯
通話の位憧情報を活用したモバイル空間統計事業として始めているし、他にも日を追って例は増えつつある。
IT先進・リーダー国、米においては、オバマ大統領の選挙時支援戦略の例を見ても明らかなように、ビッグデ
ータ活用の動きはとにかく素早く凄まじく、力づくでその全盛期を歴史に刻むかのような勢いが認められる。
本稿では、以下、ビッグデータの特徴、その実用化の例を記し、課題の検討、将来の展望を図る。
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現在では、2.5エクサバイト（＝25億ギガバイト）以上の大量データが日々生成されている。しかも、急増し
たスマホ等、高度多機能モバイル端末の影響もあり、既存データの約90％はこの２年以内に生成されている(i)。
これらのデータは、’ｃタグ等のセンサー、ソーシャルメディアに掲載された投稿、インターネット上に保存さ
れたデジタル写真やビデオ、オンライン恥入の処理レコード、携帯電話のGPS信号等多様なソースで生成され
ている（図’参照)。これらこそが､一般に一括してビッグデータと称されているものの実態（図２参照）であ
るが、多くがその理解を共有しているものの、確定した一律の定義の方は未だない。
③２０１５年､世界中のデータのB割は企業外部のデータが占める
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図１．社会に存在するデータ量の推移
出所：『GlobalTechnolgyOutlook2012jlBlV1
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図２．ビッグデータ生成構成図
出所：http://www,soumu・gojp/jouhoutsusintokei/whitepaper/ja/h24/image/n2104010.png
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米IBMが独自に行った調査『GlobalTechnologyOutlook2012』によると、2015年社会に存在するデー タの内、
企業内データの割合は約20％、残り80％はセンサー、デバイス、ソーシャルメディアが占めることになる（図
１参照）と推計している。これは今後、企業が社内データのみならず、社外にあって時に潜み識<多種多様な
データを如何に収集・分析し、経営や業務の課題解決に役立てていけるかどうかが重要になることを示唆して
いる。もとよりビッグデータは、その実践に際し、リアルな情報の収集が欠かせない。そこでMachinetoMa-
chine(以下Ｍ２Ｍと記す）の重要性も、ビッグデータの注目度の高まりと共に再認識されるようになってきてい
るのだが、Ｍ２Ｍは文字通り機器間の通信を意味している。これは人手を掛けずに、通儒機能を備えたセンサー
等遮子機器や装置が相互にデータをやり取りし、遠隔制御をしたりデータ処理をしたりする仕組みを指す。故
に世界の多くの企業が高い関心を示しているのだが、企業のＭ２Ｍへの取組は、大赦データの自動収集や製品の
自動制御による業務の合理化・自動化に止まらず、顧客サービスの向上までをも視野に入れ期待するに至って
いる。果して、Ｍ２Ｍは、漸次工場の運営や保守サービス等の企業活動全般に止まらず、同様なシステム．パタ
ーンで、都市の運営や農業、医療等のスマート化の実現にも資することが期待されており、実際、優れたトラ
イアル先行事例が次々に現出している。それらに学び導入の準備学習・検討を始めるところも増えつつある。
Ｍ２Ｍデバイス接続による市場の拡大も当然見込まれ、市場規模に関する展望予測が多く出されているが、まず
は、マシンから自動的に収集されるデータの分析、それを基にした迅速な意思決定、それこそが最も評価の高
いＭ２Ｍ導入効果であるとされていることから、ここが出番のデータサイエンテイストに対する期待は否が応で
も高まっている。
ところで、ビッグデー タの主要な特徴は、超大規模容量（Vblume)、多種多様（variety)、超高頻度・スピー
ド（VClocity)、正確さ（Veracity）の４点に集約される。今日、企業組織の内外には常時デー タが溢れており、
彩しい桁のjItが生成されているが、データが端大した分、計算量も非常に膨大となっている。ビッグデータの
その巨大容並の内実は、先にも示した通り、企業システムで通常取り扱っているような職造化されたデータば
かりではなく、テキスト、音声、ビデオ、クリックストリーム、ログファイル等、様々な種類の非構造化デー
タをも含む。今日現在、世界中で広くこれらのデータをビジネスに生かそうとする動きがトレンドとなっては
いるが、従来のリレーショナル・データベース手法でこれらを処理するのは困難である。そのため、新たな技
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法の検討、導入と同時に、高度なデー タ分析能力を有す人材の調達、育成も急ピッチで進められている。関連
する業界の直近の業績からもビッグデー タに向けられる期待の程が如実に窺われる。とにかく数あるデー タの
内、Ⅱ指す課題の解決に有効と見込まれる候補デー タの利活用を小さく始め、効果が確認されたケー スのみ大
きく育てていくといったPDCA（plan-do-check-act）サイクルの速い回転を推し進め、ベスト・プラクテイスを
模索しているところが多いことが特記される。
ビッグデータ．ツールを巌初に開発したのは、グーグルやヤフー等のインターネット検索企業であるが、彼
らにはまず何よりウェッブ．インデキシングのためにこれらのツールが不可欠であった。その後、追うように
他のインターネット企業が、注文やレコメンデーション、ＳＮＳメッセージ等のインターネット・スケール問題
群処理のために、様々なコンポーネントの開発に取り組み、価値の高いビジネス問題に対するインテリジェン
トな意思決定を支援する新技法として、ビッグデータ・ソリューション技術群を進展させてきた経緯がある。
新ツールに関しては、データサイエンテイスト系が集合して、大規模なデータ解析やデータマイニング、自然
言語処理、機械学習等を研究し、関連部門の強化を図ってきてはいるが、当初来、その統合、導入、保守には
多くの問題を抱えていた。大半のツールは依然として成熟途上にあるといえ、妓新のITスキルを要する当該分
野のチャレンジングな困難は、セキュリティ問題への対応要請も含め今尚続いている。また、明確なユースケ
ースが未だ判然としていない領域でも、旬のトレンドに焦り、戦略不在なまま見切り発車に踏み切る例は多く、
低コストのビツグデータ・ストレージを介して収集可能なほぼすべてのデータを収集、格納し、後々の潜在価
値抽出、有意義な知見の創出作業に備え始めている。
ビツグデータの利活用には、まず圧倒的に大雄のデータをリアルタイムでかつ迅速に取り込む必要があるこ
とから、そのための高速処理基盤の整備が肝要だが、非構造化データの処理については並列分散処理某礁
Hadoop(2)等を利用しているところが多い。デー タ利活用のための自動かつ高精度な分析に関しては、支援基盤
を整えて、人間には理解・解明できない新たな関係性や規則性を見出し、ビジネスシー ンでの実活用へつない
でいくといったビツグデー タならではの流れをデザインして､高次元でのソリュー ションの仕組みを作り上げ、
システム総体の機能を商めつつある。世界の'T巨人や国内大手を初めベンチャー 企業群が、それぞれ間有の経
験や実績をベー スに、ビツグデー タ・ソリュー ション・システムを提示し、多方面での利活用支援を証ってい
るが、ここでは、ＩＢＭの事例（図３参照）を示して、大方のシステムの骨組み概要理解の一助としたい。
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本節では、ビツグデー タの利活用ならではの威力が認められる事例を紹介する。企業等が業務の隅々 にまで
コンピュー タを取り込み装置化したことにより、自動的に蓄積されていくビッグデー タなるものが出現してい
る。これにより、従来であれば時間、コストを要する人海戦術に頼った調査．計測から多くが解放されている
ばかりか、予期せぬ収穫を得ているところも少なくない。
初めに、ＪＲ東日本が発行するカー ド、「スイカ」から得られるビッグデー タの利活用例をみるとする。先に
記した通り、ＪＲ東日本は約4,300万枚の「スイカ」カー ドを発行している。同社は、管轄する約1,800の駅にお
いて「スイカ」利用乗降客数を年齢､性別、時間帯毎に把握できている。加えて、利用客個々 の乗降履歴から、
それぞれの駅利用目的が「外出」なのか「帰宅」なのか等をコンピュー タで推定し､その駅利用者全体の特徴、
駅周辺の地域特性、つまりは「駅周辺地域の今」を知ることが可能となっている。故に、オフィスの進出設置
や各種サー ビス業店舗等の出店を企図する企業が、その候補地の選択や最終的な決定を下す際の条件比較調査
をするデータとして、「スイカ」履歴は極めて有用なものと重要視しているのである。これまで、多くの駅周辺
の賑わいや往来、集積する人々の様子を比較する際には、既存データから調査候補駅を抽出し、次いで候補各
駅で望むデータの収集を様々な手法で一斉に実施してきた。仮に人海戦術調査の時期が異なると、季節や天候
等の影響を受けるばかりか、計測ないしアンケート調査にかなりの時間とコストを要してきた。しかし、日々
記録されている「スイカ」履歴データを利活用すれば、全ての駅の特性を知ることが可能である。ここに注目
した日立製作所は、駅周辺地域の今を知ることで、ビジネスに関わる非常に高度な知見や洞察を導き出せる可
能性があるとし、そこに着目する中、価値を見出し、新たなマーケット開拓に乗り出したといえる。
次に、やや似た形でのデータ活用、分析事情が認められるＮＴＴドコモの新サービス「モバイル空間統計」に
ついてみてみる。このサービスは周到な準備期間を経て、2013年１０月から提供が始まっている。ＮＴＴドコモな
らではの圧倒的な加入者数は、ビッグデータ・リソースとして極めて興味深いものがある。モバイル系端末の
機能は、年次多様化、高性能化しているが、その背景でネットワークの基盤環境、周辺技術の高度化も進展し
ている。それ故、同社が種々のデータのリアルタイム収集をベースに独自の加工処理を行い、各種の要望に即
した分析情報供与を進める中で、世に衝撃すら与える結果をも生み出している。地域別人口が刻々 と変化する
リアルタイム人口マップについては、同社携帯電話やスマホ等加入者の端末発信居場所情報をデー タ源泉とし
ているが、これに性別、年齢等に関するデー タを付加し、独自に統計的処理を施して実用価値の高いマー ケッ
ト創出情報を作成している。2011年３月11日東日本大震災以降、多くの機関や自治体を初め個々 人までもが懸
念している災害時帰宅困難'情報については、防災対策計画上欠かせないものであるが、ＮＴＴドコモでは、種々
のデー タを基に、例えば大規模地震が東京で発生した場合、午後3時頃がピー クで、帰宅困難者数は425万人に
も上ると推計している。同社は、携帯電話加入者の位置デー タをベー スに、グルー プ会社で独自に情報を分析・
加工した結果に高い知見や洞察を加えた各種レポー トを、企業や自治体、学術機関を対象に有償提供するビツ
グデー タ新事業に活路を見出している。都市部なら500メー トル､郊外なら数キロメー トル四方の範囲内に「○
○年代の男性が何人いるか」等、刻々 と変化する地域ごとの人口分布を推計することで、公共分野では防災、
産業分野では商圏調査や出店計画の立案支援に役立つと期待している。ＮＴＴドコモは、４年をかけて新事業の
ニー ズの有無や法的問題等について学外有識者を交えた検討会で慎重に議論し、情報保護にも配慮を加えて、
大学や自治体との協働により実証実験を積み上げ、サー ビスの実用化スター トを万全なものとすべく努めてき
た。同社に対して、自身のデー タ利用を拒否したオプトアウト率は、法人契約を除いた約6,000万人の加入者中
37,000人（006％）であったが、これは「スイカ」の同比率よりも低く、ＪＲ東日本事案から学んだ成果ともい
えよう。
さて、ここで日本のベンチャー 企業である株式会社ミディー が、米のシヨツパー セプシヨン社と共同で提供
している、客の商品購買時動作の自動デー タ化サー ビスについてみるとしよう。現在、殆どのスー パー やコン
2'メートル
ビニの実店舗では、キャッシュレジスターに販売商品を入力する際Posシステムを用いており、これが自動的
にデータ集計を行って売り上げ分析の他、隠れた売れ筋の抽出等を支援している。膨大でわかりにくい情報を
どのような基準で絞り込み有用な分析結果を得るかについては、一切が分析エキスパートの力量にかかってい
る。しかし、こうした売上商品調査に終始して分析をしていたところに、大変革が起こりつつある。客が手に
取ったものの棚に戻された商品や、購買を蹄騰い長<迷った商I品等について、全てをデータ化する技術の適用
が始まったのである。具体的には、図４に示すような範囲内で客の行動を観測する仕組みを適用したものであ
り、マイクロソフト社のゲーム製品で人の体の動きを認識するセンサーを有する「kinect」を棚の上に設慨し、
客が商品を買うまでに要した時間や手に取った商品を買う割合、どの商船と見比べて購買を迷ったか等をコン
ピュータで解析して記録するものである。よくあるビデオ映像に特有の、人が客の行動について解釈する手間
は全く無用のシステムである。客と商品との関わり具合から、商品の陳列の工夫や、その他店舗経営に有益な
知見を得たりするのに極めて有用なシステムではある。
ところで、自明だが、いつの時代でも医師には正確に而像を読み取る力が求められる。今日では、医療の世
界でも高速ネットワークが浸透し、煎像圧縮等
の技術も発達して、医用データや画像が素早く
閲覧できるようになっている。それ故に医師の
負担は大きくなり、増大鵬しいデータや而像の
読影に疲弊し、ＩＴ技術による支援のニーズが高
まっている。これに応えるべく、ＩＴ技術者の方
が医療関係者や現場に学び、様々な支援ツール
の開発やサポートシステムの構築に乗り出し逐
次成果を上げつつある。人知では及ばなかった
ビッグデータによる,患者様態の把握、それ故に
可能となった迅速な対応処置・救命等、多くの
試行的チャレンジの範域が広まりつつある。ま
た2012年は世界的な選挙年であったが、中でも
長丁場で多くの人貝、資金を必至とした米大統
領選については、ＩＴ戦略家の勝利と抑撒される
ほど、効果的にIT技術を介したビッグデータの
利活用がオバマ再選に奏功したことで有名であ
る。他にもソフトバンクモバイルが通話接続率
１位評価獲得の陰に、接続可否データ等を毎〃
１０億件程収集・分析して通信基地局の簸適化を
図ってきたこと等、ビッグデータ利活川の成果
例は既に数多い。
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図４．客が興味を持った商品を総てデータ化。棚の上のモーションセンサ
ーで、客の動作をデータ化
出所:「ビッグデータ（２）大量の雑多な情報を即座に分析！「ビッグデー
タ」の威力とは」『Newton２０１３１２月号』株式会社ニュートンプ
レス
３
ビッグデータについては、主に顧客分析、業務効率の向上、リスクやコンブライアンスの管理、経営の管理
と迅速な意思決定を|l的に導入を検討しているところが多い。将来的にはＭ２Ｍが８判程度と主流になって行こ
うが、パーソナルデータそのものの集職、その取扱も２割程あり、その利活用には効果と共にセキュリティ等
種々の課題が付随していることを注視していく必要がある。ビッグデータは、新たな商機の創出酒養に留ま
らず、ビジネスを根本的に変えるニュー・パラダイムとしても近時認識されるようになっていることから、こ
の機にプライバシーの保護や情報セキュリティの面での対策を整備しようと、国の内外を問わず国際機関も含
ンストール
めて多くが議論を急ピッチで進めつつある。ビッグデータ・ソースの膨張、殊にモバイル・コンピューティン
グの商度化と普及が世界的に一気に進みつつある趨勢を背景に、一国のみが万全を期そうと努力しても、軽々
と国境越えをするサイバー犯罪に対処するには脚際協力が欠かせないからである。１府脈すると、論点は「匿名
化」と「黄任主体」とにおよそ収倣される。プライバシーの保護を出来る限り実現することを目指した匿名化、
無名化、仮名化の検討及び研究を進展させる一方で、ビッグデータの流通に関しては、各ステージにおける董
任を負うべき主体についての議論が佳境に入っている。程なく世界で共有可能な対策基準ルールが具現化され
ることになろうが、ここでは名寄せによる個人の特定化問題について一見してみるとする。
近時、多くの無償スマホ向けアプリを『''心に、行動ターゲテイング広告が増大している。因みにここでいう
行動とは、インターネット上におけるページの閲覧、広告のクリック、検索キーワード入力等を指すが、この
類の広告は、広告配信事業社が提供する広告モジュールを、アプリ開発者がアプリに組み込むことで実現が叶
っている（図５参照)。広告配信事業社には広告主からの報酬が､アプリ開発者には広告配信事業社からの配当
支払いがある、いわゆるIT業界でいうエコシステム構造を成しており、利川者が無料でアプリを享受できるよ
うアクセス・ハードルを低くしている。広告を出稿する広告主は、自社の兄込客が多く滞在ないし回遊するメ
ディアから自社サイトへと誘導して、会貝登録や購入、資料請求や問い合わせ等のロ的ページにつなげたいと
いう思惑を当然有している。ユーザーの行動版歴や属性情報を蕪にターケットを絞った広告表示をすることに
より、雌小限の広告費で高い成果を得たり、効果測定も容易にする仕組みは望むところである。応分の見返り
を関係者それぞれが得られる構図とはなっているが、ユーザーの中には、追いかけてくるウェブ広告に自らの
行動情報の漏洩や目的外の使用等、プライバシー に関わる問題を懸念し、個人情報保護やセキュリティの観点
から不安を覚えて、オプトアウトを願う者も巾にはいる。
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広告モジュールのエコシステムアプリ開発者は広告モジュールをアプリに組み込むことで
アフィリエイト料を得ることができる。
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出所：「スマホ広告のプライバシー問題独自ＩＤを生成・管理変数を付加し名寄せ回
避」竹森敬袖、『日経コミュニケーションズ2013年２月１日経BＰ
剛誹データベース
????
広告配信事業者はユー ザー を特定する手段として、グロー バルＩＤと呼ばれる端末識別子（IntemationalMobilc
EquipmentIdentity）やSIM（SubscriberldentityModule）識別子（IntemationalMobileSubscriberldentity)、電話番
妙等を川いているが、これらグローバルＩＤを広告配信に利用する例は、年次蝋大の一途にある。広告へのクリ
ック閲覧履歴や検索履歴等をユーザー征のＩＤに紐付けて管理し、ユーザーの噌好に即した広告を優先的に提示
する仕組みは、端末に複数の広告モジュール付きアプリが入っている場合、複数の広告配信事業社が同一ＩＤを
使って閲覧履歴等を管理する可能性がある。広告配信事業者同士が、収集した履歴情報を同じグローバルＩＤを
キーにして共有した場合、名寄せが可能となる。これは企業倫理上許されない行為ではある。
広告配信事業者側に蓄積された履歴をユーザーが無効化できない問題については、諸々、技術面等広く対策
が講じられ始めている。噌好情報の管理に用いられているＩＤを、ユーザーサイドで簡単に削除、変更可能な仕
組みも漸次整えられつつあり、注意して利用すれば不安問題は解消されるケースが増えている。欧州では、ど
の程度の期間の履歴を管理するか、利用者側でコントロール可能な「忘れられる権利」が認められているが、
世界的議論もこれに同調する方向にある。
ビッグデータについては、まだバズワードの頃から種々の情報が世界を駆け巡っていた。インターネットジ
ャイアントを擁する米が、ビッグデータ・ビジネスにおいても世界市場をトップダウン的に牽引し、現在も先
行している。国内に強者を有さぬ日本ではあるが、ボトムアップ的に幅広い応用分野で興味深い取り組みが急
速に本格化しつつあり、分野毎のニーズやノウハウを活かした力強い動き、また地域社会や文化にも適合でき
る柔軟性のある取り組みが多く認められるようになっている。ビッグデータは、事業毎に最適化された異なる
分析システムによってその利活用が図られるべきではあるが、いまだ情報の価値を熟考理解するよりも前に、
先ずは、情報を収集、格納することが一般的な１慣行となっているとも解される現状がある。動向を再検証しな
がらPDCAサイクルを速く回し、将来像を戦略的に描いて行くことが期待される。
??
???
詳細については、米IBMが独自に行った調査「GlobalTEchnologyOutlook2012」参照のこと。
Hadoop（ApacheHadoop）とは、大規模デー タの分散処理を支えるJavaソフトウェア・フレー ムワー クのことであり、オー プンソー ス・
ソフトウェアとして公開配布されている。故に誰でも自由に入手･利用することが可能であるため、今日では広く世界のビッグデータ・
ビジネス界に普及している。Google社が自社システムの基盤として利用している分散ファイルシステムＧＦＳ（GoogleFileSystem）や分散
デー タベー スのBig耐ble、分散処理システムMapReduceに触発きれて、世界規模の開発貢献者コミュニティが、Apacheのトップレベルプ
ロジェクトの１つとして開発した成果であり、ビッグデータ処理に欠かせないツールとなっている。
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